
路上工事縮減等に関する社会実験 

 

 

【施策の概要】 

国土交通省は、道路利用者からの不満の高い路上工事による渋滞を軽減する

ため、関係機関と協力しつつ、工事の集中化等の縮減対策を進めるとともに、

道路利用者の代表から直接意見を伺う「ユーザーの視点に立った道路工事マネ

ジメントの改善委員会」を設置し、平成 15 年 10 月に同委員会により提言をい

ただいたところです。 

 

委員会の提言に示されているような利用者の視点にたった路上工事縮減施策

（掘り返し対策重点エリア、工事総時間を指標としたマネジメントや工事渋滞

軽減度に応じた占用企業者へのインセンティブ等）を実践し、それぞれの効果

や課題を把握する取組みです。 
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